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第25回郡山市子 ・子育 会議 会議録 
 

【日時シ 

平成31年1月31日（木）午後２時00分～午後３時30分 
 
【場所シ 

郡山市 総合支援 ン る（ニコニコ 館）３階 研修室 
 
【次第シ 

 １ 開会 

 ２ 会長あいさ  

 ３ 議事 

  （１）母子生活支援施設 あ 方 い  

  （２） 他 

 ４ 他 

 ５ 閉会 
 
【出席委員シ 

 １１名（敬称略） 

 滝田 良子、平栗 裕治、吾妻 利雄、佐藤 広美、蛭田 さゆ 、福内 浩明、保住 キ 、

増子 静江、峯 淳子、安田 洋子、吉田  
 
【欠席委員シ 

  ９名（敬称略） 

遠藤 将、大川原 順一、太神 和廣、大槻 一雄、大和田 新、佐藤 俊幸、菅野 哲哉、     

隅越 誠、田中 喜仁 
 
【事務局職員シ 

 １３名 

 部：佐久間 信博（部長）、熊田 仁（次長）、橋本 裕樹（次長兼学校教育部次長） 

未来課：井上 高志（課長補佐）、石田 佐和子（ 企画係長）、今井 辰哉   

（ 企画係主任）、木村 祥一（ 企画係主査） 

 支援課：滝田 昌宏（課長）、栁沼 洋史（主任主査兼 家庭相談 ン る所長） 

 育成課：松田 信三（課長）、橋本 徹（主任主査兼保育所管理係長）、小松 究   

（主任主査兼保育認定係長）、結城 弘勝（主任主査兼保育事業支援係長） 
 
【配布資料シ 

・資料 母子生活支援施設 あ 方 い  

・参考資料 母子生活支援施設 設置状況 い  

わ 荘入所世帯数等推移 

親家庭 各種支援一覧（全体、就学前児童、小中学生、高校生） 

児童福祉法抜粋 

郡山市母子生活支援施設条例 

郡山市母子生活支援施設条例施行規則 
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 １ 開会  
 
（井上補佐） 

 定刻 、 い 「第25回郡山市子 ・子育 会議」 開催 ひ 

 

 ２ 会長あいさ   
 
【滝田良子会長 以下 挨拶 あ ひシ 

・児童虐待 い 痛 い報道 続い い 、郡山市 う い  

う支援 取 組 い いひ 

・母子生活支援施設 あ 方 い 、 会議 検討 い 、  

議論 い いひ 

 

 ３ 議事  
 
【議事 前 、事務局：井上補佐 本日使用 資料 認 あ シ 

 

【傍聴希望者 ７名 、郡山市附属機関等 会議 開 関 要領 規定 会長

許可 い 、滝田会長 諮 許可 得 シ 

 

タ傍聴者 入室 ひダ 

 

（井上補佐） 

「議事」 移 、以降 会議 進行 い 、滝田会長 議長 願い

ひ 

 

（滝田議長） 

  、議長 務 さ い ひ 

  早速 、「（１）母子生活支援施設 あ 方 い 」事務局 説明願うひ 

 

【事務局：佐久間部長 、以下 説明 あ ひシ 

 ・母子生活支援施設 わ 荘 廃止条例 12月議会 提出 、諸般 事情

撤回 ４月 「休止」 、母子世帯 支援 あ 方等 い 、

子 ・子育 会議 い 検討 願い ひ 

 ・入所者 市営住宅 転居 い 支援 努 ひ 

 ・本日 施設 経過 概要 い 説明さ い 、次回 国 施策、 次

母子世帯 郡山市 他市 状況 、母子家庭支援 全体像 御理解い 、今後

本市母子家庭支援 方向性 い 議論 い いひ 

 

【事務局：滝田課長 、資料及 参考資料 沿 説明 あ シ 

 

（滝田議長） 

  本日 事務局 説明 い 、委員一人 意見等 伺い い 思う 、  
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母子生活支援施設 い 押さえ ント 、昔 「母子寮」 呼 、   

戦後 混乱期 い 母子家庭 行 着 「最後 家｣ 役割 、売春防止法  

施行 「母子 保護」 観点 、郡山市 い 早 設置 ひ 

  、 入居 方 対 偏見・差別 あ 、一般市民 施設   

い あ 周知 ひ 

  後、「母子生活支援施設」 、母親 社会 復帰 自立支援 役割

加わ 今 形 ひ 

  ２ 目 ント 、 施設 「ＤＶ 保護施設 い」 いう あ ひ 

  ３ 目 耐震強度 問題 、 暮 難 い いう

あ ひ 

  現状 踏 え 上 、 あ 方 検討 い ひ 

 

（保住委員） 

  事務局 説明 受 、認識不足 実感 ひ 

  建物 い 倒壊 危険性 あ 中 、再建 あ 莫大 費用 、 、

子 世界 ビ あ 、差別 未 あ 市営住宅 転居 方向性

い 思うひ 

  、郡山市 母子世帯 多 い 思わ 、 い 費用

母子家庭 補助 別 形 支援 いひ 

  子 貧困やい 対策 通 思わ ひ 

 

（増子委員） 

  母子生活支援施設 成 立 や現状 改 勉強 ひ 

今年度 指定管理料 2,600万円 い 、一市民 驚い ひ 

、事務局 質問 、施設休止 至 経緯 中 「会津若松市 事例 参考

民設民営 手法 検討 」 あ 、更 「 的賃貸住宅等 居住 安定

保 示さ 」 あ 、具体的 う 内容 示さ へ 

 

（事務局：滝田課長） 

  会津若松市 い 民設民営 運営さ い 、母子生活支援施設単体

運営 難 い 、他 施設 複合施設 運営 い 伺 い ひ 

  本市 、 手法 含 検討 、今回 休止 至 あ ひ 

 

（事務局：佐久間部長） 

  「 的賃貸住宅等 居住 安定 保」 い 、「 サ るト・ ロ

ェ ト」 平成27年12月21日 国 開催 「子 貧困対策会議」 い

決定さ あ ひ 

  内容 、総合的 支援 い いう あ 、詳細 次回 子 ･子育 会議

い 示 予定 、子 居場所、児童扶養手当 機能 充実、教育費 保  

様よ 項目 盛 込 い ひ 

  中 「住 い 応援」 いう項目 あ 、 親家庭等 対 居住 保支援

「 的賃貸住宅等 居住 安定 保」 あ ひ 

  本市 い 、市営住宅 い 母子世帯 優先入所 いう施策 打 出 い ひ 
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（増子委員） 

  最近 大 ニ る 言え 、10歳 女 子 虐待 命 落 事件 あ 、

親 １人 心 痛 ひ 

  子 や親 心 拠 所 う 場所 市 あ 救い 手 差 伸  

い 思うひ 

  耐震問題 施設 承知 、違う形 心 拠 所  

居場所 あ 方 、 若者世代 子育 あ 安心  

い 考え い ひ 

 

（峯委員） 

  施設設置 経緯や現状 考え 、今 昔 市民 ニる や状況 変わ

い 思わ 、違う形 支援やサ るト い 考え ひ 

 

（安田委員） 

  利用者 減少 い 分 ニる いわ いひ 

  今 あ 方 ッ 感 ひ 

  国 議論 、平成23年７月 社会保障審議会児童部会社会

的養護専門委員会 い 「社会的養護 課題 将来像」 取 、 中

指摘さ い ひ 

  母子生活支援施設 含 社会的養護施設 「子 最善 利益 社会全体

子 育 」 いう考え方 理念 い 、「子 心身 健康 育

基本的 権利 保障 」 い 大切 施設 あ さ い ひ 

  社会的養護 、養育機能、心理的 等 機能、地 支援等 機能 ３

さ い ひ 

  母子生活支援施設 役割 、近年 ＤＶ被害者 約半数、虐待 被害者 41％、

中 精神障 いや知的障 い あ 親 発達障 い 抱え 子 増加 、

「母子 一緒 生活 、共 支援 受 唯一 児童福祉施設」   

、自立支援 充実 役割 求 い ひ 

  、母親や子 対 支援や虐待 防止、母子再統合 支援、 フ る

充実 必要 さ い ひ 

  、母子家庭 るフテ ネット 必要 思うひ 

 

（吉田委員） 

  今日 話 伺 、非常 重い課題 感 ひ 

  審議 あ 情報や認識 不足 い 勉強 い いひ 

  市営住宅 方 居住環境 い 思う 、 施設職員 役割 非常  

大 い 感 ひ 

  ６人 入所者 対 ６人 職員 、2,600万円 ほ 人件費 思う 、

母子家庭 関 人的サ るト 必要 感 ひ 

 

（福内委員） 

  安田委員 同意見 あ ひ 

  先ほ 、ＤＶ 保護機能 施設 い 会長 仰 ひ 
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  母子生活支援施設運営指針 、「ＤＶ防止法第３条 ４ 定 被害者 一時保護 

委託施設 役割 あ ひ」 さ い 、 わ 荘 いひ 

  郡山市 ＤＶ被害者 保護 施設 あ 伺い いひ 

  私 母子家庭 方よ 直接話 聞 、 入所 い いう 、施設 入居   

断 い 、入居条件 厳 い 、「 わ 荘」 いうネる ン 悪い、古い

施設 入 い 言 意見 あ ひ 

  郡山市 るフコ ニテ 取 組 、ＳＤＧｓ 目指 い

あ 、改修・新設 い 、全国 先駆 素晴 い施設 作 いう

第一歩 考え ひ 

  市長 、今後 外国人 増え 発言 い ひ 

う 外国籍 母子家庭 増え 想定さ 、 受 入 い

考え い いひ 

ＳＤＧｓ 目指 あ 、素晴 い施設 作 思う 、   

会議 い 積極的 決 い 重要 強 思うひ 

 

（事務局：佐久間部長） 

  ＤＶ防止法 中 一時保護 都道府県 い ひ 

  委員 仰 、母子生活支援施設 受託機関 機能 有 、県

委託 請 わ 荘 ＤＶ防止法上 一時保護施設 、 

現状 受託 、会津若松市や福島市 い 同様 あ ひ 

  本市 い ＤＶ被害者 一時保護施設 いひ 

 

（福内委員） 

  、 さ 県 委託 請 う 施設 整備 あ ひ 

 

（事務局：佐久間部長） 

  本日 、本市 母子生活支援施設 概要 い 説明さ い 、次回、

国 施策等 い 説明 予定 あ 、児童虐待 被害者 約７割 ０歳児  

聞い い ひ 

わ 荘 児童虐待 対応 施設 いう考え方 あ 、本市 子育 世代

包括支援 ン る 設置 、妊娠期 高い方 自宅 助産師 訪問 出産前

フォロる 、母子生活支援施設 運営 同時 様よ 取組 実施 い

、他自治体 母子生活支援施設 運営状況 支援 い 示 い いひ 

 

（福内委員） 

  以前、星総合病院 前 ０歳児 捨 、市長 名付 親 郡山市

い 受 入 施設 い 、他市 保護さ い 聞い い ひ 

  るフコ ニテ やＳＤＧｓ 取 組 郡山 あ 、 うい 子 受  

入 う 施設 作 い あ ひ 

 

（蛭田委員） 

  多額 税金 使 運営 施設 あ 、次 箱物 メン

使 ほ いひ 
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例え 母子家庭 メン 先生 訪問 、 相談 直通  

心 必要 い ひ 

  個人的 相談 場所 市 施設 あ 、 親家庭 拠 所 ひ 
 
（佐藤委員） 

  母子世帯 生活 困窮 い いう情報 入 ひ 

う 中 郡山市 親家庭 対 支援 あ 驚い ひ 

支援 う 形 親家庭 周知 い 気 ひ 

制度 、子育 支援や就労支援 利用 い、 親家庭   

自立 い ほ い 、 大 金額 使 ほ いひ 

、委員 話 あ 、親子 寄 添え う 施設 あ 、一人

話 聞い 皆 一緒 子育 い う 施策 あ 良いひ 
 
（吾妻委員） 

  部所管 部分 他 部局所管 部分 一体的 考え 必要 あ ひ 

  、社会福祉協議会 色よ 取組 行 い 、 連携 併

考え い 必要 あ ひ 

  や単体 取 組 話 い ひ 

  委員 意見 聞い 、 部 や い 感 、総合的 検討

いう あ 、視野 広 い いひ 
 
（平栗委員） 

  会長 話 あ 、 母子支援 いう 戦後 考え方 基  

い 、時代 変わ い ひ 

  「郡山 子 健や 育 」 いう大前提 い 、様よ 問題 解決

い いひ 

  わ 荘 住 ３世帯 話 、民間 パるト 同 境遇

方よ皆さ 問題 思う 、一人 「郡山市 子育 良 」、「郡山

市 住 」 思え 包括的 支援 う 政策 必要 あ 、時代

則 支援 重要 あ ひ 
 
（滝田議長） 

続い 「（２） 他」 い 、事務局 何 あ へ 
 
（事務局：佐久間部長） 

  現在、郡山市 児童扶養手当 受給 い 方 約2,500人、生活保護 受給  

い 方 約100人 、 わ 荘 入所 い ３世帯 、郡山市 親

家庭 対 う支援 い いう い 、今後皆様 御審議い いひ 
 
（滝田議長） 

  委員 皆様 何 あ へ 
 
（蛭田委員） 

  最近、須賀川市 家 建 引 越 方 非常 多いひ 
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  私 保育園 通う御父兄 聞い 、子 対 支援 手厚い ひ 

  ０び１び２歳 子 保育料 全員無料 聴い い ひ 
 
（事務局：佐久間部長） 

  情報 把握 い 、須賀川市 状況 認 ひ 

  ※後日 認 、須賀川市 ５歳児 保育料無料化 実施ひ 
 
（滝田議長） 

  、全 議事 終了 、議長 職 解 い ひ 
 
 ４ 他  
 
（井上補佐） 

  他 い 委員 皆様 何 あ へ 
 

【特 シ 
 
（井上補佐） 

  事務局 「（仮称）第二期郡山市ニコニコ子 ・子育 ン策定 係

ニる 調査 実施状況 い 」報告 ひ 
 
【事務局：木村主査 、ニる 調査 回収数、回収率等 い 報告 あ ひシ 
 
（井上補佐） 

  今 報告 い 、委員 皆様 何 あ へ 
 
【特 シ 
 
（井上補佐） 

  次 「幼児教育 無償化 い 」報告 ひ 
 
【事務局：松田課長 、幼児教育 無償化 概要 い 報告 あ ひシ 
 
（井上補佐） 

  今 報告 い 、委員 皆様 何 あ へ 
 
 ４ 閉会  
 
（井上補佐） 

  次回 会議 、３月28日午後２時 開催 い 思うひ 

以上 、会議 終了 ひ 
 

以 上 


